
（別紙３）

～ R7年3月31日

（対象者数） 12 （回答者数）
10

～ R7年3月31日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

ビジョントレーニングや音楽を融合させた、オリジナルの

運動プログラムを考案している。

2

心理検査では日常の支援だけでは気づかない個人の特性が情

報として得られるため、個別課題に対し専門的支援実施計画

を実施する。

3

ご家庭だけではなく、事業所間、学校とも連携が図れるよう

に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日々の業務の中で話し合うべき事が多々あるが、時間を作り

児童の健全な社会性を育む企画を提供できるように努める。

2

・リモートによる開催を検討する。

・セミナー（発達相談）の開催を検討する。

3

136㎡と広い活動室は、天候に左右される事がない運動療育を

可能にしています。

DCD（発達性協調運動障害）に対し、球技などを多く活動に

多く取り入れています。

心理検査によるアセスメントを実施している。 Vineland-

Ⅱをベースにしたプログラムを作成し、個々の適応行動を評価

しています。

保護者様へは日々フィードバックを行い、ご家庭との連携を大

切にしています。

お客様との連絡手段はICT化している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流については、年に数回の開催に留まっている。 児童の長期休暇期間を利用しワークショップなどを企画する。

保護者会の開催等、交流の機会の提供。 ・集団感染の恐れがあるため。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年４月１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 君の未来　東宝珠花教室

○保護者評価実施期間
R7年2月3日

○保護者評価有効回答数

R7年2月3日

事業所における自己評価総括表 放課後等デイサービス公表


